[bookmark: _GoBack]第２学年　道徳学習指導案

１　主題名　　　ワクチンは誰の元へ　
　　　　　　　　　Ｃ－（１０）遵法精神、公徳心　　Ｂ－（６）思いやり、感謝
　　　　　　　　資料：「モラルジレンマ教材でする白熱討論の道徳授業」（荒木紀幸）
２　主題設定の理由
　本学級は、落ち着いて授業を受けることができている。休み時間は、読書をしたり、勉強をしたりする生徒が多く、平穏に生活することができている。しかし、落ち着いて授業を受けることができているとは言うものの、積極的に授業に参加できているとは必ずしも言えない。特に、自分の意見を言う場面では、消極的になってしまう生徒が半数近くに上り、いつも同じ生徒が発言している印象がある。また、先日「法の遵守」に関する道徳の時間を設けた。一時は、決まりやルールに対して守っていこうという意識が見られたが、最近は周りの目がないときにはルーズになっている場面を見ることもある。さらに、友達に対する発言の中に配慮にかける言葉が度々あり、何気なく言っている一言が友達を傷つけていることに気がついていないことがある。もう少し思いやりの心があれば防げると考える。そこで、「法の遵守」と「思いやり・感謝」に関するモラルジレンマの道徳の時間を設けることで、「決まりやルール」と「思いやり」についてじっくり考える中で自分の意見をもつ機会をつくりたいと思った。また、小グループ内で意見交流する時間を設けることで、自分の考えを発表する場面を作り、臆することなく意見を発表してほしいと考えた。
　学習指導要領では、指導項目のＣ－（１０）「遵法精神、公徳心」の内容を、「法やきまりの意義を理解し，それらを進んで守るとともに，そのよりよい在り方について考え，自他の権利を大切にし，義務を果たして，規律ある安定した社会の実現に努めること。」としている。法やきまりが、なぜ存在するのかを理解して従うことで、人間の生きる社会が秩序あるものとなっていくのである。また指導項目のＢ－（６）「思いやり、感謝」の内容を、「思いやりの心をもって人と接するとともに，家族などの支えや多くの人々の善意により日々の生活や現在の自分があることに感謝し，進んでそれに応え，人間愛の精神を深めること。」としている。思いやりの心は、他の人の立場を尊重しながら、親切にし、いたわり、励ます生き方とされている。
しかし、社会の中には、法やきまりに従うことが、思いやりがない行動となってしまう場合がある。反対に、思いやりをもって行動することで、法やきまりに背いてしまうこともある。そのような場合には、どのように判断をすればよいのか、「法の遵守」と「思いやり・感謝」の二つの価値観の間で葛藤させたい。様々な人の意見を聞き、自分の考えに反映させていく中で、道徳的判断力をつけさせたい。
　本資料は、支援物資のワクチンを、送る約束をした疫病が蔓延し困っているラベ村に送るべきか、自国のために尽力を注いでくれた野口医師の子どものために融通をつけるのかの葛藤を扱ったモラルジレンマ教材である。被害が甚大で一刻も早くワクチンの到着を待っているラベ村との約束がありながら、自国の人々を何人も助けてくれた野口医師への恩に答えたいとする主人公ヌガルの気持ちにも同感をさせたい。
主人公のとるべき行動を話し合う場面では、ラウンドスタディを取り入れる。少人数で話し合うことで自分の考えを伝えやすくする。また他の生徒の考えを聞き、自分の考えに反映させるためにワークシートの裏側をメモ欄にする。最後は、そのメモ欄に書いた事を参考にして、自分の考えの変化を発表する場面を取り入れる。実際の結末は、資料がないため不明である。
両側の考えに触れることで主人公の心の葛藤を同じように味わってもらいたい。そしてルールの尊さ、感謝の大切さに気づかせたい。さらに自分なりの結論を出す過程で、周りには色々な考えの人がいて、自分で判断しなくてはならないことがあることを経験させたい。
３．本時について
　（１）ねらい
　　　　・様々な立場の意見を聞き、自分の考えに反映させ、道徳的判断力を高めることができる。
（２）準備
教師…資料「ワクチンは誰の元へ」　ワークシート　座席票拡大版　サンタくん（意見ボード）
（３）学習過程			　　　◯学習活動　◇教師の支援　□留意点　◆評価
	学　習　活　動　と　教　師　の　支　援

	○「アフリカの悲惨な生活状況」と「国境なき医師団」の写真を見て、日本と違う状況の世界があることを知る。
 (
◇状況が理解しやすいように挿絵を使う。
◇話し合いの時間を確保するため、教師が主体で内容の
確認をする。
)[image: ]◯本資料「ワクチンは誰の元へ」を読む。
 (
他に頼る
所がなく
助けを要請
。
) (
悲惨な状態だから助けたい。
)[image: ][image: ]◯内容の確認を行う。

 (
お世話になっている人だから助けたい。
) (
何度も助けを要請している
。
)
 (
ラベ村
) (
野口医師
) (
ヌガル
)

 (
◎ヌガルについて
・
保健
衛生局
担当者
・
医療
物資
を
取り扱う
。
・ラベ村の悲惨な状況を知っている。
・野口医師とは家族ぐるみで仲良し。
) (
◎ラベ村について
・村には医師がいない。
・ほとんどの村人が貧しい。
・他のどの村よりも悲惨な状況である。
・支援物資が来ると聞いて、大喜びしている。
) (
◎野口医師について
・国のために働いている
・生活環境の改善にも尽力している。
・病気や貧困で困っている人を何度となく助けた。
・
子どもはすぐにでも処置をしないと
命が
危ない
。
)


 (
□「まだ決め
ら
れない」人は、どちら寄りの考えなのかの度合いは決めるよう指示する
。
)
◯自分の第一次判断・理由付けを行う。
 (
野口医師
に
ワクチンを
渡すべき
か、
渡さない
べきか
。
)
 (
◇
できるだけ多くの人と意見交流ができるように、ラウンドスタディを３回行う
。
◇
意見が言いやすいよう、少人数
で
、司会者を決めずに
意見交流を行
わせる
。
◇自分
とは違う
立場の人と
意見交流ができるようグループ
分けを
工夫する。
□
お互いの立場が分かるよう、サンタくんを使うよう指示する。
また
黒板にネームプレートを貼らせる。
◆積極的に意見や質問が述べられていたか。（討議の様子）
)
◯ラウンドスタディを行う。
[image: ]　・４人グループで３回行う。

 (
・野口医師を助けたいけど、
法律や
約束は守らないと。
・誰かに相談したい。助けたいけど自分ひとりの判断ではきめれない。でも急がないと。
・渡すことが国を救うことになるのか、渡さないことが国を救うことになるのか
。
) (
まだ
決め
ら
れない
)


 (
・
ルールで決まっているから守るべき。
・
約束しているから、裏切れない。
・たくさんの
人が待っているから
。
・順番的に
ラベ村の方が早かったから
。
・ヌガルさんが
横領罪となるから
。
・自分が仕事を
失い、家族が苦しむ
。
・
命の重さはみんな同じ。
)
 (
・
お世話になった人だから恩返ししたい。
・今まで
何人もの人を助けてくれている。
・子供が
かわいそう
。
・一人くらいなら
いい
。
・早く
しないと
目の前の
命が助からない
。
・野口医師と仲が
悪くなっちゃう
。
・
特例
として
いいのではないか
。
・今まで
何人もの人を助けてくれている。
) (
渡す
) (
渡さない
)


 (
VS
)
 (
渡す
) (
思いやり
・感謝
) (
渡さない
) (
法や
きまり
)

 (
・
決まり
（法律）
で
決まっている以上
、
渡せない
。
・
自分の家族を失う
リスクを
背負ってまで助けれない
。
・知り合い
だと言って
、特
例を出すわけにはいけない
。
) (
・国の
ために働いて
、
今まで何人もの人
を
助けてくれている野口
医師
に
は
、とても感謝
している
。恩返しを
したい
。
)


◯意見交流をふまえて、再度、ヌガルさんはどうすべきかを考え、判断・理由付けを行う。
□第二次の判断は、「渡す」か「渡さない」かの二択から選ぶことを伝える。
◇ラウンドスタディでの話し合いを反映させるため、第一次の判断・理由付けにとらわれることなく書くことを助言する。
◆判断をする際の理由が話し合いを通して深めることができたか。（ワークシート）
○第一次判断から第二次判断で立場が変わった人が、変えた理由を発表する。
□もし発言する生徒がいなければ、意見が変わった人を指名して意見を紹介する。
○本時の感想を記入する。
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第２学年   道徳学習指導案     １   主題名     ワクチンは誰の元へ                Ｃ－ （ １０ ）遵法精神、公徳心    Ｂ－（６）思いやり、 感謝            資料：「モラルジレンマ教材でする白熱討論の道徳授業」（荒木紀幸 ）   ２   主題設定の理由     本学級は、 落ち着いて 授業を 受けることができている 。 休み時間は、読書をしたり、勉強をした りする生徒が多く、平穏に 生活することができている。 しかし、 落ち着いて授業を受けることがで きているとは言うものの、 積極的に 授業に参加できているとは必ずしも言えない。特に 、自分の意 見を言う場面では、消極的になってしまう生徒が半数近く に上り、いつも同じ生徒が発言している 印象がある。また、先日「法の遵守」に関する道徳の時間を設けた。一時は、決まりやルールに対 して守っていこうという意識が見られたが、最近は 周りの目がないときにはルーズになっている場 面を見ることもある 。さらに 、友達に対する 発言の中 に配慮にかける 言葉が 度々あり、何気なく言 っている 一言が友達を傷つけていることに気がついていないことがある。 もう少し思いやりの心が あれば防げる と考える 。 そこで、 「法の遵守」と「思いやり・感謝」に関する モラルジレンマ の 道徳 の時間を設けることで 、 「決まりやルール」 と 「 思いやり 」 について じっくり考える中 で自分の意見 をもつ 機会をつくりたいと思った。また 、 小グループ内で意見交流する時間を設けることで、自分 の考えを発表する場面を作り 、臆することなく意見を発表してほしいと 考えた。     学習指導要領では、指導項目のＣ－ （ １０ ）「 遵法精神、公徳心 」の 内容 を、「 法やきまりの意義 を理解し，それらを進んで守るとともに，そのよりよい在り方について考え，自他の権利を大切に し，義務を果たして，規律ある安定した社会の実現に努めること。 」としている。 法やきまりが、な ぜ存在するのかを理解して従うことで、人間の生きる社会が秩序あるものとなっていくのである。 また 指導項目のＢ－ （ ６ ） 「 思いやり、 感謝 」の 内容 を、「 思いやりの心をもって人と接するととも に，家族などの支えや多くの人々の善意により日々の生活や現在の自分があることに感謝し，進ん でそれに応え，人間愛の精神を深めること。 」としている。 思いやりの心は、他の人の立場を尊重し ながら、親切にし、いたわり、励ます生き方とされている 。   しか し 、 社会の中には、法やきまりに従うことが、思いやりがない行動となってしまう場合があ る。 反対に 、思いやりをもって行動することで 、法やきまりに背いてしまうこともある。そのよう な場合には、どのように判断をすればよいのか、 「法の遵守」と「思いやり・感謝 」の 二 つの 価値観 の間で葛藤させ たい。 様々な人の意見を聞き、自分の考えに反映させていく中で 、道徳的判断力を つけさせたい 。     本資料は、 支援物資のワクチンを、送る 約束をした疫病が蔓延し困っているラベ村に送るべきか、 自国のために尽力を注いでくれた野口医師の子ども の ために融通をつけるのかの葛藤を扱ったモラ ルジレンマ教材である。被害が甚大で一刻も早くワクチンの到着を待っているラベ村との約束があ りながら、自国の人々を何人も助けてくれた野口医師への恩に答えたいとする主人公ヌガルの気持 ちにも同感をさせたい。   主人公のとるべき行動を話し合う場面では、ラウンドスタディを取り入れる。少人数で話し合う ことで自分の考えを伝えやすくする。また他の生徒の考えを聞き、自分の考えに反映させるために ワークシート の裏側をメモ欄にする。最後は、そのメモ欄に書いた事を参考にして、自分の考えの 変化を発表する場面を取り入れる。 実際の結末は、資料がないため不明である。   両側の考えに触れることで主人公の心の葛藤を同じように味わってもらいたい。そしてルールの 尊さ、感謝の大切さに気づかせたい。さらに自分なりの結論を出す過程で、周りには色々な考えの 人 がいて、自分で判断しなくてはならないことがあることを経験させたい。  

